














 

最近白血病の長期生存例が増加するにつれて,それらの症例の「生存の質」が問題にされる

ようになった。原疾患はもとより種々の薬剤や放射線療法の副作用がその後の生存に対し

てどのような影響を及ぼしているのかなど考えて行かなければならない。そのためには長

期の follow up による基礎データが必要となるが,本調査においては 1977年～1986 年に発

症した心臓障害に的をしぼり,心臓障害がどの程度の頻度で発症し,どれ位の期間持続して

いるかについて調査することとした。現在全国各施設に対するアンケート調査を進行中で

あるが,ここでは予備調査として行った弘前大学医学部小児科の患者についての検討結果

を報告する。 


